














西 井 涼 子
は じめに
東 南ア ジア社:会、特に タイ農村や マ レー農村 にお ける親族は 、父方、母方 の どち らに も傾
斜 しない共系的 なあ り方 を特徴 とす るとされて きた。 こうした社会にお いて は、祖 先 を中心
とした系譜関係 による排 他的、閉鎖 的な出 自集 団は見いだせな い。 しか し、それ は親 を媒介
とした社会的 に認知 され た祖 先か らの系譜的っなが りが、全 くない とい うこ とではない。例
、えぱ、北タイの ピー ・プーニ ャーや東北 タイ の ピー ・プー ター 、南 タイ のターヤーイな どの
祖霊 信仰 な どにお いては、祖先か らの系譜 関係 が見 いだせ るので ある[Turtonl972、梶 原
1983、高井1991、Tamb量ah1970、竹 内 ・赤木1987、アヌマ ー ン1979]。ただ し、それ ら
は権 利や義務 を ともなった排 他的集 団組織化の原理 とはなっていないため、上座 仏教社会で
は、来世の救済に関わ る仏教 とは対 立 ・補完関係 にある とされ 、現 世にお ける人 々の苦悩や
危機 への対処 とよ り強 く関わ る精霊信仰 の一部 と して位置づ け られ る ことが多い。
本 稿では、 これ を個 人 を中心 と したキン ドレッ ドと、祖先 を中心 として系的 に辿 られ る出
自とい う二種類 の親族 のあ り方 と して、イス ラーム と仏教 とい う宗教的帰属 が これ らの親 族
のあ り方 といか に関わってい るのか を明 らか にす るこ とを 目的 とす る1。調査村で あるM村 は、
南タイの西海岸 の最南端 、マ レー シア と国境 を接 したサ トゥー ン県の北部 に位 置 してい る2。
1本 稿 は 、 平成5-6年 度 科 学 研 究 費補 助 金 「複 合社 会 の 形 成原 理 に 関す る基礎 研 究 」(研 究 代 表者:水 島
司 、課 題 番 号06206103)の 成 果 報 告で あ る。1994年度 の 調査 は 、 平成6年 度 国際 学 術研 究 科 学研
究費 補 助 金 「変 動す る東 南 ア ジ アに お け る社 会倫 理 の 人類 学 的 研 究」(研 究代 表 者 二田 村克 己、課題 番 号0
6041128)、 及 び村 田学 術振 興 財 団第10回(平 成6年 度)研 究 助 成 に よ り行 った 。 ま た国 立 民族 学
博 物館 共 同研 究 「東 南 ア ジ ア にお け る社 会 倫理 の 人類 学 的 研 究1に お い て 発表 し、有 益 な助 言 を得 た 。 こ こ
に 記 して 感謝 した い 。
2タ イ にお け るム ス リム は、 政 府 発表 に よる と全人 「1の約4%、200万 人 ほ どで あ る とい われ て い る。 そ れ
らは 、お お ま か に次 の4つ の タイ プ に分 け る こ とがで きる。
1)北 タイ を 中心 と した 陸 路 に よ り中 国 の雲 南 か ら きた ホ ー と呼 ばれ る人 々 の一 部 で あ るム ス リム
2)バ ン コク を 中心 と した 中部 タ イの ム ス リム
3)南 タイ の東 海 岸 を中 心 と した マ レー 語 を話 す ム ス リム
4)南 タイ の西 海 岸 を 中心 と した タイ 語 を話 す ム ス リム
この うち3と4の 地 域 が 、従 来 一括 して 南 部国 境 県 と呼 ばれ て い るが 、県 人 口の60%か ら80%を ム ス リム
が 占 め るた め 、 この地 城 の統 合 問 題 は 「南部 国境 県問 題 」 と して、 タイ 国 内で も重 大 な 政 治的 課 題 とな って
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M村 は、ムス リムと仏教徒が 混住す る村 落であ り、 日常語 は共に同 じタイ語 の南タイ方 言を
話 して いる3。村 ではムス リム と仏教徒の通婚 は頻繁 に起 こるが、それは父方親族 と母方親族
の宗教が異 なる とい う状況を もた らす。 日常生活において重要な親族 関係 は、状況 によって
親密 につ き会 う親 族が父方、母方 どち らに もな りうる双系的 な特徴 を もつ。それは、個人 を
中心 と して 関係づ け られ る血縁関係の範囲 を示す キン ドレッ ドであ る と考 え られる。 しか し、
宗教の違い は、そ うしたキン ドレッ ドのあ り方 に別の原理 を持 ち込む ことにな る。また、タ
ーヤーイ と呼 ばれ る祖 先か らの系譜関係 による儀礼 も見 られ 、その出 自は父方、母方 どち ら
も辿 る こ とが で き る とい う とい う意 味 で 、 単 系 出 自 に 対 し て 非 単 系 も しく は 共 系
(cognatic)である ともいえ る。 ここで の宗 教の違いは、キン ドレッ ドにお ける親族関係 と
の関 わ りとは異な る特徴 を示す。本稿で は、こ うした二種類 の親族 のあ り方 を宗教 との 関わ
りで分析す るこ とに よ り、む しろ宗教的帰属が同 じ場合 には見 えに くい親族関係の特徴 を明
らか にす る ことができ る思われ る。次節 ではまず、ムス リム と仏教徒の個人 を中心 とした親
族関係 の特徴 を、世帯 と親族近 隣居住 か ら示 した後、ムス リム と仏 教徒の通婚の事例か ら、
「夫婦の宗教 は同 じでなければな らない」 とされる ことが、共属的 な親 族関係のあ り方 に異
な る原理 をもち こむ結果にな ることを見 る。最後に系譜関係 と宗教の 関係 を述 べて、宗教が
親 族関係 をめぐって二つの異な る原理 とな るこ とを見る。
ヤ ー ト(yaat)、 ピ ー ノ ー ン(phiingong)
エ ゴ を 中 心 と し た キ ン ド レ ッ ドに あ た る 親 族 は 、 村 で は 「ヤ ー ト(yaat)・ ピ ー ノ ー ン
(phiin⊃⊃ng)」 も し く は 「ヤ ー ト」 の み 、 「ピ ー ノ ー ン 」 の み で 表 さ れ る 。 「ヤ ー ト」 は
き た。 しか し、 マ レー 語 を話 す 東海 岸 の ム ス リム 地 域 が 、1960年代 末 か らム ス リムの 分 離 独 立運 動 の 中心
で あ った の に対 し、 タイ 語 を話 す ム ス リム の住 む 西 海岸 で は 、常 に政 治 的 に問 題 を起 こす こ とのな い 、模範
的 な ムス リム で あ る タイ 国民 で あ った[橋 本1987、Chavivunl982、Chaiwat1987]。
3村 は 、国 道 か ら14キ ロ入 った 海岸 沿 いに位 置 して い る。 ア ンダマ ン海 か ら海 岸 沿 い に密 生す るマ ング ロ
ー ブ の森 に 、流れ が 北 か ら南 へ 入 り込 ん で で き た細 長 い ニヒ地 に 、東 を運 河 に 、西 をア ン ダマ ン海 に 挟 まれ て
M村 の家 々 は細 長 く連 な って 約2キ ロに わ た って延 び てい る。1988年の時 点 で 、134世帯 の うち、20世 帯
ほ ど は運 河 の 中 に杭 をたて て 水 上家 屋 をな して い た。
こ こ に最 初 に人 が 入植 した の は 、1900年頃で あ る とい うが 、樹 皮(漁 網 な どを染 め る染 料 と して使 う)
や 薪 とす る た め のマ ン グロー ブ の採 集 に従 事 す るた め で あっ た。 は じめの 入 植者 は ムス リムで あ っ たが 、
1910年代 に は最 初 の 仏 教徒 が 入 っ て きた。1946年頃 に、 一人 の 中国 系 タイ 人SがM村 に 炭焼 き 工場 をつ く
り、マ ン グロー ブは 薪 で はな く炭 と して輸 出 され る よ うに な った 。そ れ と時 を 同 じ く して 村 に エ ビ漁 が 導入
され たが 、 村 中 に広 が ったの は 、1960年代 にな って か らだ とい う。 エ ビ漁 は 小舟 で1人 か2人 で行 う小 規
模 な も ので 、 ほ とん どが世 帯 単位 で行 わ れ て い る。1994年現在 のM村 の 主要 な 二つ の 生 業 は漁 業 と炭 焼 き
で あ る。1990年頃 か らエ ビの 養殖 が導 入 され 、 正994年に は村 の ほ とん どの水 田 はユ ビの養 殖 池 に変 わ って
い た。 これ に 従 事 して い る の はム ス リムで7人 、 仏 教 徒で10人 で ある。
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タイ学士院発行の タイ ・タイ辞典 では、 「父 方 もしくは母方の血縁 とみ なす ことので きる範
囲の人々」 とあ り、 「ピー ノー ン」は父母 を同 じくす るキ ョウダイ とい う意味の他 に、それ
を さらに拡大 させ て血縁 関係 のあ る人 とい うことも意味す る となってい る。どち らも父方、
母方 を含 んだ双系の親族 を さしているが、M村 では どちらか とい うと系譜 関係 を辿 るこ とが
難 しいほ どよ り遠 い親族 関係 の人 をさす ときには、つなが りの ある仲問 とで もい うほ どの意
味で 「ピーノー ン」を用い る場合が多い よ うに思 う。 ヤー ト、ピー ノー ン とい う言葉に よっ
て表 され る範囲は 、話 し手とその状 況によって 自在に変わ りうる。む しろ、それは親 族の範
囲 とい うよ りも、その話者 を中心 とした 関係 を さす。実際 どこまでを 「ヤー ト・ピー ノー ン」
の範 囲 とす るか と尋ね る と、 「互いに尊重 しあ う(napthww)関係 、も し尊重 しあわないな
らば、外 の人 と同 じ」 とい う答 えが 返って きた。例 えば、父 のキ ョウダイ とい う系譜的 には
近い関係で も、ほ とん ど親 交のない場合 もあ る し、祖 父母のキ ョウダイの子孫(第2イ トコ)
で も、近 くに住み 、親族 として非常に緊密な関係 を持 っている場合 もあ る。
まず、ムス リム と仏教徒のそれぞれの世帯 の特徴 か ら、M村 にお ける家族 のあ り方をみて
おきたい。次に、それ を親 族近隣居住 との関連で考察す るこ とによ り、M村 における親 族の
特徴 を描 きたい。
(1)世 帯の特徴
1988年の調査時 には、ムス リム344人(54%)、 仏教徒397人(46%)で あ った。世帯数
はムス リム61世 帯 、仏教徒72世 帯、ムス リム と仏教徒の混合 世帯1で あった。 その後3年
ごとに行 った1991年、1994年の調査 によっても、 このムス リム と仏教徒 の人 ロ比は、や や
ムス リムが多いが ほぼ均衡 している とい う状 態で大 きく変化は してい ない4(表1)。
世帯規摸でみ ると、ムス リムは6年 間 を通 じて4人 の世帯 と5人 の世帯が多 く、これに対
し、同年の仏教徒 は1988年は3人 と4人 の世帯が多 く、1991年以降は4人 と5人 の世帯が
多 くなってい る。単身世帯 と2人 世帯 の割合 はムス リムが6年 間で8-11%であ るのに対 し、
仏教 徒は18-23%と多 く、世帯規模 は全体 にムス リム よ りも仏教徒の方がやや小 さい といえ
よ う(表3)。
4年齢 別 人 口構 成 は 表2の とお りで あ るが ζ人 口構 成 には 宗 教 に よ る大 き な違 い は見 られ な い。1世 帯 あ た
りの 平 均人 数 は 、ム ス リム が1988年が5.6人、1991年に は5.0人、1994年に は4.9人 と減 少傾 向 を しめ し
て い る。 仏教 徒 はそ れ ぞ れ4.1人、4,3人、4.1人とほ ぼ 一 定 して い る。6年 間 を通 して ムス リムの 方 が 世
帯 員 数 の 平均 は やや 多 い 。 ち なみ に 、東 北 タイ の水 野 の調 査 村 で は1964年に1世 帯 平 均6.1人、マ レー シ
アの ケ ダ ーで の 口羽 の調 査 村 で は1968年に5.0人、坪 内 の ク ラ ンタ ンの 調査 村 では 蓋971年に は4.7人、1991
年 に は5.2人、 前 田の マ ラ ッカの 調 査村 で は1971年に5.4人、1980年の タイ 全 国の 世 帯 員数 平 均 は5.2人


























、 1991年、1994年の 調 査 に よ る
表2 1988年の年齢別人 口構成*
ム ス リム 仏教徒
年齢 男 女 男 女
o-s 3947 34 43
10-19 5448 25 25
zo-2s 2825 32 37
30-39 iszz 21 17
40-49 1513 12 14
50-59 107 9 12
60-69 36 2 7
70-79 24 4 1
80-89 12 a 2
計 170174 139 158
*1988年の 調 査 に よ る
表3 世帯規模の推移(1988年～1994年)*
世帯員数12345 6 78 910111213 計































、 1991年、1994年の 調 査 に よ る
まず 、1988年の世帯構成か らそ の特徴 をみ ておきたい。表4は 世帯 に含 まれ る夫婦数 と世
代 数に よって分類 したものであ る5。最 も多いのが、ムス リムも仏 教徒 も1組 の夫婦 を含んだ
世帯で あ り、 ムス リムで45世 帯(73.8%)、仏教徒 で56世 帯(77.8%)にのぼ る。その なか
で、夫婦 と未婚 の子供 か らな る核 家族型 の世帯 は、ムス リムで29世 帯(47.5%)、仏教徒
で39世 帯(54.2%)である。 その他の夫婦1組 で2世 代 の世帯 は、ムス リムは夫婦 とその
未 婚子 にどち らかの連れ 子が加わ った もの4世 帯 と、どち らかのキ ョウダイの子供 も しくは
5田 中(1993)の分 類 を簡 略化 した もの で あ る。
38
表4-1ム ス リム の 世 帯 構 成*
夫婦数 0組 1組 2組

















小計 4 6 2835 33 61
合計 10 45 6 6正
表4-2仏 教徒の世帯構成*
夫婦数 0組 1組 2組















小計 ziz 7247 11
合計 14 56 2 72
*1988年の 調 査 に よ る
N:夫 方,妻 方 の どち らで も な い
キ ョウダイが加わ った もの4世 帯セあ る。仏 教徒 では核家族以外 の夫婦1組 で2世 代 の世帯
は、夫婦 と未婚子 に連 れ子が加わ った もの2世 帯 、夫婦 と未婚子 に連れ子 と遠縁 の子が加わ
った もの1世 帯で ある。2組 以上の夫婦が含 まれ る世帯 はムス リムでわず か6世 帯(9.8%)、
仏教 徒で2世 帯(2.8%)に す ぎない。 この ことか ら、M村 の世帯構成 は1組 の夫婦 か らな
る形 態が中心 を占めて いるこ とがわかる。
婚姻 に よって まず どち らかの親 と同居 した と して も、間 もな く近隣 に別 の家屋 を建 てて分
出す る。その ことは、親 の夫婦 との同居 の少 なさに対 し、親子 の近 隣居住 を行っている世帯
が1988年には、全世帯数の 半数近 く(ム ス リムの場合は1991年と1994年には7割)に の
ぼる ことか らもわ かる。夫 もしくは妻 と死別 した親 との同居 は、ムス リムで15世 帯(24.6%)、
仏教徒で11世 帯(15.3%)で、親 の1人 世帯 よ りは るかに多 い。子供が近 隣居住 して親 が1
人世帯で あるのは 、ムス リムの1世 帯のみである。他 の1人 世 帯は、独身女性や離婚 して子
供 のいない、 もしくは子供が離別 した相 手方 と住 んでい る世帯であ る。よって、老齢 で1人
になった親は子供 の世帯 と同居す る傾 向がある とい えよ う。 これは、逆 にい えば老齢 となっ
て も夫婦 であ る限 り子供 の世帯 とは同居 しない とい うこ とである。
夫婦 と未婚 の子供 か らな る核家族世帯が、ムス リム も仏教徒 も全体 の約 半数 を占める こと
か ら、核家族 が多 い傾 向にある とい うことはで きる。 しか し、M村 の世帯構成 の特徴 と して
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いえ ることは、夫婦 と未 婚の子供を一つの単位 と して捉 え、そ の多 さを指摘す るよ りも、む
しろ一組の夫婦 に よる構成の圧倒的 な多 さであ る。夫婦が世 帯に含 まれ る場合 に限る と、ム
ス リム世帯 では88%、 仏教徒世帯で は97%の 世帯が一組 の夫婦 のみを含 んでい る。
世帯 の構成 は こ うした一組の夫婦 を中心 として、その他 の成員が流動的 に入れ 替わ る形態
を とってい る。3年 ごとの6年 間 をとってみ ても世帯構成員 の入れ替わ りはかな り頻 繁であ
る。(こ の ことは 、次項 の親族近 隣居住 において具体的に見 る。)し か し、基本 的には一時
的 には二組以上 の夫婦が同 じ世帯に同居す る ことはあって も、や がて一組 の夫婦 のみ が残 る
形 で変移 してい く。 その一つの例 を、私 が1988年の調 査時に同居 して いた ウアンの世帯の
推 移か らみ てみ たい。
ウア ンの世帯 の推 移(仏 教徒6、夫:52歳 、妻:51歳)
1988年の時 点で、ウア ンの世帯は、夫の ウア ン(漁 師)と 妻の ウィン、未婚 の三男(漁 師)
と次女(中 学3年 生)の4人 の核 家族 型の構成で あった。彼 らには男4人 、女2人 の計6人
の子供がお り、そ の うち長男 と長 女の2人 がすで に結婚 してい た。長女 は南 タイ東海岸 のパ
タニ県 に嫁い でM村 にはいなか った。長 男は炭焼 き場の持 ち主Sの 所有す る船の船員 と して、
ペ ナ ンと村 を往復 していたが、親 の家 の道 をは さんで向かい側 の運河 の 中に水上家屋 をた て
て、妻 と子供2人 と共に住んでいた。次男 と四男 はプーケ ッ トで働 いて いた。
1991年には ウア ンの世帯は6人 になっていた。 ウア ンとウィンの夫婦 、次女 、長男 の子供
2人 、四男の子供1人 の6人 の世 帯であ る。長 男夫婦は子供2人 を親の 世帯に預けて、その
年 の1月 か らハ ジャイの家具工場に出稼 ぎに出た。1988年10月にプーケ ッ トで働いて いた
四男が東北 タイ の ウボ ン県出身の妻 を連れ て村 に帰 り、そ こで長女 を出産 した。夫で ある四
男は妻 と子供 を残 してプーケ ッ トに戻 り、1990年には単身でチェンマイへ行 って しまった。
妻は子供 を夫 の親 の元に残 し、1991年のは じめか らハジ ャイへ出稼 ぎに出た。1988年当時
M村 に いた三男 は1989年か ら2年 間兵役 にっ き、兵役 を終 わる と1991年か らハ ジャイ の長
男で ある兄 が勤 めていた家具工場に就職 した。 しか し、4カ 月働 いた後に止 めた ところであ
った。 当時 プーケ ッ トで漁 に従事 してい た次 男は1989年にいったんプーケ ッ トか ら村 に戻
り、仕 掛 け漁 を していたが、1年 後 に再びプーケ ッ トに出か けて、波止場で トラ ックの運転
手を していた。次女は 中学 を卒業す る と、母の出身村 の親戚 の家 で7カ 月間 ゴムの タ ソピン
グに従事 したあ とで、1990年4月か らヤ ラーの 工場 に働 きに行き、1991年1月 に再びM村
に戻 ってきた ところであった。
1994年には、ウア ンの世帯は5人 にな って いた。 ウアン とウィンの夫婦、長男の子供二 人、
6ウ ィ ン は も とム ス リム で あ った が 、現 在 は ウ ア ンに従 って 仏 教徒 にな っ てお り、子供 達 も皆仏 教 徒 で あ る。
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四男 の子供1人 の5人 で ある。次女は1992年 に婚 出 しヤラーに移 っていた。長男夫婦 は相
変わ らず子供 を親 元にあず けてハ ジャイで働 いていた。次男 はプーケ ッ トでい まだ独身 のま
ま トラ ックの運転 手を続 けていた。1991年の調査時 にハ ジャイ の工場 を辞めたばか りだ った
三男は 、その後 トランのデパー トのステ レオ売 場で働 き、やがてハ ジャイのデパー トに移 り、
1994年のは じめに妻をつれて村 に帰 ってきた。3-4カ 月を親 と同居 した あとで、す ぐ隣に
竹 とニ ッパ椰子 で家 をつ くって妻 と2人 で分 出 した。四男 は相 変わ らず単身でチ ェンマイ の
修理工場 で働 いてお り、その妻は1994年のは じめに 日本へ 単身 で渡った とい う。四男夫婦







1995年には ウア ンの世帯は、ウアンとウィンの夫 婦、四男 の子供1人 の3人 であった。前
年まで同居 して いた長 男の子供2人 は、ハ ジャイ に定着 した長男夫婦が連れ ていった。また、
隣に住む三男 には子供 が誕生 した。三男 はや がて 自分 も親に子供 を預 け、夫婦でハ ジャイ に
働 きにでた い と語 った。
ウア ンの世帯 の推移 か ら、次の ことがい える。親族近隣居住 としては、1988年には親 と長
男の2世 帯が隣接 して居 住 していたが、1991年には長男 の世帯 が転 出 したため親の世帯 だけ
にな り、1994年に再び今度 は親 の世帯 と三男の2世 帯が隣接居住 をす るとい う変遷 をた どっ
てい る。 この よ うに、1組 の夫婦か らな る世帯構成 を中心に、世帯内及 び近隣居住の世帯の
メ ンバー シ ップはかな り頻繁 に変わ りうる。
また親 と未婚 の子供 とい ういわ ゆる核家族のイ メージも、この流動す る家族の固定 した核
では決 して な く、状況次第で は子供 を祖父母 に預け ることも頻繁 に行 われ てい る。つま り、
子供は親が育 てるべきであ るとい うことが規範 となってはいない ことが伺 われ る。1988年の
時点で、両親 が同居せず 、祖 父母が孫を引 き取 って育ててい るケー スはムス リムで61世 帯
中4世 帯(6,6%)、 仏教徒 で72世 帯中3世 帯(4.2%)で あった。 これ は一時点の ものな
ので、 ウア ンの よ うに1988年以後に孫の引 き取 りを行 った世 帯や 、1988以前に引き取って
いた ことが ある世帯 を含 める と、孫 引き取 りの経験のあ る世帯はかな りの割合 にのぼ るであ
ろ う。
次に、世帯構成 が夫方であ るか妻方で あるかを、 どちらの親 も しくはき ょ うだいが世帯に
加 わってい るか でみ ると、ムス リムでは夫方は9世 帯、妻方 がll世 帯、仏教徒では夫方が
8世 帯 、妻方が4世 帯であった7。仏教徒で は夫方居 住が多 くなってい るが 、これ を近隣居住
の夫方 、妻方 を合 わせてみ ると、夫方が20世 帯(27.8%)、妻 方が14世 帯(19.4%)とな
る。総数 が少 ないので、これ によって何 らかの傾 向性 を指摘で きるか どうかは慎重に しな け
ればな らないが 、ムス リムも仏教 徒 も完全 に どちらか に偏 っているわけではな く、夫方 、妻
方 どち らも状況 によ り取 りうるとい うことは言 えるであろ う。
も う一つ 、ここで指摘 しておか なけれ ばな らない ことは、ムス リム と仏教徒の混合世帯の
少な さである。 この唯一1988年の時点で存在 した混合世帯 は、特殊 なケースであ る。 ムス
リムで あった母親 が、仏教徒 である現在 の夫 と再婚 して仏教徒 になったが 、前夫の子供 の う
ち二人 は母 の兄の家で育 ったため ムス リムになってお り、そのムス リムの子供二人が現在再
び母 と住ん でいるので混合世帯 とな った もので ある。む しろ こごこか らは、宗教的帰属 は親
子の血縁 関係 よ りも、同居す る世 帯の宗教 に よって決定 され るとい うこ とがいえ る。生活 を
7こ れ は2世 代 以上 に わた る 世帯 の親 も し くは キ ョゥダ イ との 同居 世帯 を合 計 した もの で あ る。
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共 にす る同 じ世帯 にお いては、成員 の宗教 は通常一つで ある。1991年には、特殊 ケースで あ
った ムス リム と仏教徒 の混合 世帯は解 消 され ていた。ムス リムの子供の一人は兵役で 、も う
一人 は トランに働 きに出 て、仏教徒の家族メ ンバー だけ残 ったため、仏教徒 世帯 となったの
で ある。
(2)親 族近 隣居 住の特徴
M村 では、親の世帯 と子 の世帯、キ ョウダイの世帯 な ど近い親族の近隣居住 が多 くみ られ
る。 こ うした親族 の近 隣居住は 、親 族が家屋 を接近 して居住 し、 日常的 に頻繁 に接触 して相
互扶助 を行 ってい るとい う点 では、水野のい う東北 タイの 「屋敷 地共住集 団」 と同様 の性 質
をもっている。 しか し、必ず しも生産や 消費 を共同で行 っているわけではな く、む しろマ レ
ー人 の双 系的 な親 族構造 を反映 してよ り多様 な親 族 を含み、共同の程度 も様 々である とい う
坪内 が 「親族近 隣居住 」 と呼 ぶ状 況に よ り近 い とい える[坪 内1993:4]。ここでは1988
年か ら3年 ごとに1991年、1994年と2回 追跡調査 を行 ったデー タか らその変化 を追 ってみ
たい。 なお 、親族近隣居住集 団の単位 は、別 々に生 計 を営んでい る幾つか の世帯 が集 まって
一 固ま りとなってい るイ メー ジで捉 えるため、クラスター を用いた。
1988年の時点で、親 族近隣居住 を行 って いる世帯 はムス リムで11ク ラス ター あ り、35世
帯が含 まれ る(表5)。 これはムス リムの全世帯 中57.4%にあたる。2世 帯 を含む クラスタ
ーが4 、3世 帯が2、4世 帯が4、5世 帯が1で ある。 それが3年 後の1991年 にな る と、
15クラスター に増え る。消滅 したクラスターが1つ 、新 たに増 えた クラス ターが5つ あ り、
43世帯(70.5%)が含 まれ る。2世 帯のクラスターが9に 増 え、3世 帯が2、4世 帯が2、
5世 帯 と6世 帯の クラスターが それ ぞれ1つ ずつ あ る。 さらに3年 後の1994年 には、 クラ
スターは16に な り、含 まれ る世帯 は45世 帯で全ムス リム世帯;の70.3%と前回 と変わ らない。
前回 か ら消滅 した クラス ターが1、 新たにできたのが2つ ある。今 回 も2世 帯の クラスター
が最 も多 く9、3世 帯が3、4世 帯が3、6世 帯 が1で ある。
仏教徒 は、1988年には12の クラスター があ り、36世帯が含 まれ る。 これは、全仏教徒 世





















*1988年、1991年、1994年の 調 査 に よ る
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であ る。1991年になる と、クラス ター数は7に 激減す る。 これに含 まれ る世帯は22で 、全
仏教徒 世帯の33.3%にな る。前回 の調査時 よ り消滅 した クラス ター は6で 、新た にで きた ク
ラスターは1つ ある。1994年には、ク ラス ター は1つ 増 えて8に な り、1991年時 よ り消滅
したク ラス ターが2、 新たにで きたのが1と なってい る。これ に含 まれ る世帯は26世 帯 で、
全体 の43.3%となっている。ムス リム と仏教徒 を比べ た場合 、ムス リムの方が、子供が親 の
近 くに留ま って居住す る傾 向が よ り強い と言 えるか も しれ ない。
東北 タイでの屋敷地共住集 団は妻方居住 に偏 り、マ レー農村で は双 系的 傾向が見 られ ると
い うが、M村 では、 ムス リム の近 隣居住 の うち、妻 方が13ケ ー ス、夫方 が13ケ ース と拮抗
していた8。なお親族近隣居住集 団の うち、結婚 して親 と同居 して いる世帯は6女 の夫婦1ケ
ースが あった。仏教徒は、妻方が10ケ ー ス、夫方が12ケ ー ス、その他1ケ ー ス9であ った。
この うち、結婚後 も親 と同居 している世帯は、長 男が1ケ ース、長 女が1ケ ース あった。仏
教徒 において も妻方 、夫方の どちらかが優越 してい るとはいえない。M村 の近隣居住のパ タ
ーンは、ムス リム も仏教徒 も共系的な親族 関係 の特 徴を示す といえ るで あろ う。 この ことは、
世帯構 成 につ いての考察 と一 致 してい る。
M村 にお ける親族近 隣居住 の特 徴は、第 一に、クラスター の うちに、ムス リム と仏教徒の
世 帯が混 じって含 まれ ているケースがあ ることが注 目され る。1988年と1991年に1つ 、1994
年 に2つ あるが 、これ らは親 の世帯が ムス リムであった ことか ら、いずれ もムス リムの クラ
スター に数 えた。 こ うしたムス リムー仏教徒世 帯近 隣居 住は多 くはない。後述す るよ うに、
ムス リム と仏教徒 が通婚 した場合 、通常 はその夫婦が改宗 した宗教の側 を選んで居 住す るこ
とが多いか らで ある。具体的 に見てみ る と、1988年には4世 帯 のクラスターに1世 帯の仏教
徒 の世帯が含 まれ てい る。これ は親及び子供 の2つ の世帯がムス リムで 、子供の うち1人 が
仏 教徒 の夫 に従 って仏教徒になったが、夫がM村 の炭焼 き場 の持 ち主 で漁 商で もあるSの も
とで働 いて いたため、そのまま妻の親 の隣 に住んで いるケー スである。1991年には、この子
供 の世帯はエ ビの養 殖を行 うた めに隣村 に移住 して しまったので、ムス リムのみの クラスタ
ーにな っていた。 この親 の世帯 もムス リム ー仏教徒婚 によってムス リムにな ってい る世帯で
あ る。1991年には2世 帯の クラス ターがムス リム ・仏教徒近隣居住 であったが、親がムス リ
ム、子供が仏教徒 の世帯 である。息子が仏教徒 と結 婚 して仏教徒にな り、先にM村 の炭焼 き
場で働 くために移住 して来た後に、親 の世帯が 同 じく炭焼 き場 で働 くために村に移住 して き
8こ の うちす で に親 の世 帯 がな く、き ょ うだ い近 隣 居 住 して い る ケー ス 、ま た両 親 が 子供 の世 帯 に分 か れ て
同 居 して い るケ ー ス が含 まれ る。
9こ れ は親 の 世 帯 と長女 の 夫 の き ょ うだい の世 帯 の クラ ス ター で 、炭 焼 き場 で働 くた め の 短期 的 な 近隣 居 住
と考 え られ る。
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たものである。1994年には2世 帯の クラス ターが1つ 、3世 帯の クラス ター が1っ あ るが、
1つは1991年のムス リム ー仏教徒 クラスター の親 がそのまま村に滞在 し、先 に近 隣居住 し
てい た息 子の世帯が村外 に移住 したあ とに、仏教徒 と通婚 した娘の世帯が炭焼 き場で働 くた
めに来村 して再び2世 帯 のクラスターをな した もので ある。も う1つ は、それ まではムス リ
ムの2世 帯の クラス ター であったものが、仏教徒 との通婚 で仏教徒 になった娘が、夫 と死 別
した ため以前住 んでいた プー ケ ッ トか ら子供 を連 れてM村 に帰村 し、親 の側 に住 んだ もので
ある。
しか し、ムス リムー仏教徒混合の親族近隣居住の場合 はムス リム ー仏教徒混合世帯 とは異
な り、過渡的 な特殊 ケース とはい えない。通 婚に よって改宗 した子供 と親 の関係 は、 日常 的
往来 が途切れ るわ けでは なく、時に は、居住 の近接 な どに よ り、異な る宗教 の親 の世帯 とよ
り頻 繁なつ き合いが ある こともある。ただ し、夫 が死 んで親 元に返 って きた妻 の場合 でも、
宗教 が異なる ことか ら、親の世帯 には同居 しない。彼女は、夫への タンブ ンもムス リムの親
や親族 の手前、近所 の仏教徒に頼ん でこっそ り行 っているのであ る。 しか し、隣 に住む親 は
雑貨店 を開いてい る彼 女の子供 の面倒 をみ た り、店番 を した りと何 か と日常的な援助 を行 っ
てい る。
第 二に、M村 の親族近隣居住 の変化 を追って気 づ く顕著な点は、わず かな期間の間に近隣
居住 世帯 の構 成が 大き く変化 す るこ とが、特異 なケー スでは ない とい うことで ある。1988
年の時点 で存在 していた クラスター の変化 をみ る と、その後6年 間にわた る3年 ごと2回 の
調査時 に、全 く変 化がなか った クラスターは 、ム ス リムでは11中5、 仏 教徒では12中2に
す ぎない。 消滅 した クラス ターが最 も多か ったのは、1988年か ら1991年にかけての仏教徒
の世帯 であるが、この とき6つ のクラスターがな くな っていた。これ らはいずれ も子供の世
帯が村外 に移住 したため親の世帯だ けが残 った例 であ る。極端なケースで は、1988年には親
の世帯 と子供 の3世 帯、あわせ て4世 帯のクラスター をな していた ものが、1991年には子供
がそれ ぞれ妻 の実家の村 に移住 して 、親の世帯のみ が残 っていた。 また、 クラス ター をなす
世帯数 は変わ らないが、それを構成す る子供の世帯が入れ替 わっているケース もみ られ る。
クラスター数 が減 少 した仏教徒 に対 し、ムス リムは1988年か ら1991年の間に5っ の新 たな
クラスターが誕生 していた。これ は、同居 していた子供が結婚す る ことで世 帯をわけた もの
が1ケ ー ス、すで に婚 出 していた子供の世帯 が帰村 した ものが2ケ ー スlo、残 り2ケ ー スは
M村 出身者で はないが、先 にM村 に炭焼 き場 で働 くために来村 して居住 していた親 に続 いて、
子供の世帯が 同 じく炭 焼き場で働 くた めに来住 したケース と、妹 の世帯 に続 いて姉の世帯が
来村 したケー スであ る。 このよ うに、人の移動はかな り頻繁 にち ょっと したきっかけで起 こ
loうち1ケ ー スは エ ビの養 殖 をす るた め にM村 に戻 っ た。
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りうる。例えば、ハ ジャイで誰かが よい職 についた と聞 くと、親 族、知人 を通 じて次 々に出
かけてい く。 ゆえに、そ のほ とん どは同 じエ場に勤め ることになる。そ して、そ の仕事 に不
満が ある と、再び村 に帰って くる。村 を出た り入 った りす るときに、す で に結婚 して いる者
は親の家 に同居す る こともあ るが、す ぐ側 に簡易な家 をたてて住む ことも多 く、 こうした人
の移動が親族近 隣居住 の クラス ターの変化 となって現れ ている もの と思 われ る11。
(3)世 帯 と親族 近隣居住か らみた家族、親族
東南ア ジアにおけ る家族の概念は 、そ の成員 の流動性か ら、生活共 同単位 と しての世帯 を、
文化的 カテ ゴ リー と しての家族概 念 と分離 させ て捉 えよ うとす る試み が見 られ る12。M村に
おけ る親族 も、その世帯 を構成す るメンバ ーの流動性は極 めて高 く、その流動性 は親族近 隣
11伝統 的 な住 居 は 、 ニ ッパ 椰 子の 葉 で屋 根 をふ き 、竹 を割 っ て組 ん だ壁 で 囲 んだ 造 りで 、地 面 か ら50セ
ン チ か ら1メ ー トル く らい の間 の 高床 式 の もの で あ る が 、簡 易 な もの は 高床 にせ ず 、地 面 に直 接 囲い を して
組 み上 げ る。親 の所 有 す る 土地 が 狭 い場 合 は、 運 河 の 中 に杭 をたて て 水 上家 屋 にす る場 合 もあ る。1988年
の 時点 で、屋 敷 地 の所 有 を してい る世 帯 は、ム ス リムで35世 帯 、仏 教 徒 で21世 帯 にす ぎ な い。親 の 所 有
地 に居 住 して い る世 帯 は 、ム ス リム で14世 帯 、仏 教 徒 で10世 帯 で あ る。そ の他 は、運 河 の 中 に水 上 家屋
を建 て るか 、政 府 の 土地 に無 断入 植 す る か、も しくは炭 焼 き場 の 労働 者 は経 営 者 のSが 所 有 す る 土地 に居 住
してい る。
12その 例 と して 、東 北 タイ の農 村 研 究 か ら提 唱 され た 水 野 の 「屋 敷 地共 住 集 団 」 と、 マ レー 農 村 の研 究 か
ら 出 され た 坪 内、 前 田 の 「家 族 圏」 の概 念 をあ げ る こ とが で き る。
口羽 ・前 田は 水 野 の 「屋 敷 地 共住 集 団 」 を評価 、分析 す る論 考 の 中で 、水 野 の家 族 の 定 義 を検討 し、家 族
と世 帯 の 区 別 が タイ 語(な い しは タイ 社 会)で はな しえ な い こ と と、家 族 の境 界 の あ い まい さの2点 を指 摘
してい る[口 羽 、前 田1989:193]。水野 の 「屋 敷 地 共 住集 団」 とは 、親 の 世 帯 と子 の 世 帯 が 土地 を契 機 と
して 「生 産 共 同 体」 を な し、親 の屋 敷 地 内 に子 供 夫 婦 が隣 接 して居 住す る とい う形 態 を さ して る。 この形 態
の形 成 ・発 展 消滅 は 「双 系 的 親族 組 織 の も とに 現れ る家 族 の周 期 的発 展 」 と して み られ 、村 内 の家 は どの家
を とって も屋敷 地 共住 結合 の 段 階 を経 過 す る もの と考 え られ て い る。口羽 らは 水 野 の分 析 す る タイ 社 会 にお
け る事 例 と 口羽 に よ るマ レー 社 会 にお け る事 例 を比較 して次 の よ うな 違 い を指 摘す る。水野 の 「屋 敷 地 共住
集 団」 とケ ダー のq羽 の ケー ス の違 い は 、後者 では 水 野 のケ ー ス の よ うに 家族 周 期 が 土地 所 有 と家 族 の経 済
的地 位 と に関連 して 考 え られ な い こ とで あ る。 これ は ケ ダ ー のケ ー ス では 均分 相 続 を と り、土 地 に開拓 の余
裕 が ない こ とか らく る とい う。 さ らに 、マ レー 社 会 には タイ 北部 や東 北 部 の 末娘 の家 ・屋 敷相 続 、 よ り規 範
的 な妻 方 居 住 な い しは 女 非移 動 制 、そ れ に伴 う妻=母 方 要 素 の強 い親 族 集 団 の形 成 が な く、女性 の ライ ン が
よ り曖 昧 で あ る。個 人 は 生 まれ な が ら に して、父 方 に も母方 に も同等 の 関 係 を もつ。 ま た子 供 は結 婚 後 も、
自己の 実 家 の成 員 であ り続 け る とい う[口 羽 、 前 田1980:198]。っ ま り、 マ レー 人 の 家 族 は 、集 団 の排 他
性 の欠 如 を特徴 とし、家 族 は集 団 とい うよ り も、夫婦 、親子 、き ょうだ い の関係 の累 積 態 で あ る。 これ が 、
坪 内 ・前 田が 「二者 関係 の 累積 態 」 と して提 唱 した 「家 族 圏」 の概 念 で あ る。誰 と誰 が助 け合 うかは 個 人 の
好 み や 選 択 の 問題 であ る。 つ ま り、境界 の ある集 団で は な く、境 界 は あい ま いで 一 種 の社:会圏 しか形 成 して
い ない とい う意 味で 「家 族圏 」 と名 づ けた。
家族 圏の 概念 は 、集 団 と して固 定 的 な メ ンバー シ ップ が あ る とい うこ とを前 提 と した家 族 の概 念 に 対 す る
ア ン チテ ー ゼ と して 出 され た もの で あ り、マ レー にお け る親 族 と家 族 の連 続性 とい う視 点 は 、本論 で 扱 う南
タイ の事 例 を理解 す る うえで も有 効 で あ ろ う。
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集団の構成 メンバ ーにまで及んでい る。 ここで も、家族概念 はメ ンバ ーシ ップが固定 され た
集団 によって捉 える ことは難 しい。それはち ょ うど、マ レー家族 の特徴 を、その集団 の排他
性の欠如 にみ て、夫 婦、親子、キ ョウダィ の 「二者 関係 の累積態」 と して 、境界が曖昧 な家
族 を一種の社:会圏 として捉え よ うとす る状況が あて はまるよ うに思え る。 しか し、M村 の事
例で明 らか なこ とは、この生 活共 同単位 としての家族、つま り世帯がたん に同等 の夫婦 、親
子、 キ ョウダイ の関係 の累積 ではな く、一組の夫婦 を中心に展開 してい ることで ある。
M村 にお いて は、ムス リム も仏教徒 も類似 した世帯 と親族 近隣居住 の実態 を もち、そ の成
員の流動性の高 さにおいて も差はみ られなか った。居住 において も父方 と母 方の どちらかが
優先 され る規則性 は見いだせ ず、それぞれが状 況にあわせて選択 してい る様子 がみ られ た。
しか し、 こう した父方 、母方 どち らでも状況にあわせた柔軟 な帰属 を とる共系的な親族関
係 や、家族 と親族 の間で のメンバー の流動性 とい う特徴 は、父方 と母方 の親族 の宗教が異な
るムス リム ー仏教徒婚 よ って、生活共同単位 としての家族 と、相 互扶助ネ ッ トワー クとで も
い える親族近隣居住集 団の境界が明確にす るよ うな 異なる原理 が持 ち込まれ ることにな る。
ムス リムー仏教徒婚者 の事例か らは、生活共同単位 と しての世帯 にお いて は宗 教は同 じでな
ければな らないが 、相互扶助ネ ッ トワー ク としての親 族関係は宗教 を越 えて機能 してい るこ
とが明 らかにな る。世帯内において宗教 を一っ にす る とい う実態 は、世帯が一組 の夫婦 を中
心に構成 され る と見 る と、異 なる宗教 の者 同士 の通 婚において、 「夫婦は同 じ宗教 でなけれ
ばな らない」 といわれ る ことに即 しているよ うに思われ る。宗教 の違 いが、ここでは家族 と
親族 の境界 を示す こ となる、 しか し、家族 を越 えた 「ヤー ト・ピー ノー ン」 と称 され る親族
の境 界その ものは、その話 し手の用い るコンテ クス トに依存 し、明確な境界が 引けない とこ
ろにむ しろその特徴が あ る。
(4)養 子慣 行
ここまでは、M村 の家族、親族の特徴 をメンバ ーシ ップの流動性 とい う観点か らみて きた
が、宗教 と親 族関係の も う一つの関 わ りと して、村 で広 く行 われ ている 「養 子慣行 」とい う
視点か ら、家族関係 を見 てお きた い。 「養子慣行」 とい って も、 ここでは実質的 な意味 での
養子 の授受 を扱 うわ けで はない。 実質的 な養 子は1988年の時点で、私が知 る限 りで4世 帯
(ムス リム2世 帯、仏教徒2世 帯)が とってお り、2世 帯(ム ス リム2世 帯)が 出 していた。
こ うした実質的 な養子 のや り取 りは、親族間で行われ るケー スが多いが、その ことは隠 され
る傾 向があ る。 ここで 「養子慣行」 といってい るのは、子供が病気の ときに一種の治療儀礼
ともいえ る方法の ことを さしている。 これ をタイ語でhailuukbunthamとい うが、haiが
「与え る」、luukbuntha醗が 「養 子」 を意 味 し、全 体で 「養 子を与える」 とい う意味 にな
る。 実質的に養子 を出す ときにも この同 じ言葉 を用い る。
「養子に出す」方法は 、親が 「養子にあ げる」 「私た ちは も うい らない か ら、他の人 にあ
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げる」な どと言 って、養子 を出す先 の人に、子供 の手首や 首に紐 をむす んでも らう。時 には、
養父母 か ら子供に金 の指輪 をも らうこ ともあ る。 しか し、この儀礼の後 も実際は実の両親 が
育て る。 「養子 に出 された」子供 は、そ の後 は養 父母 となった相手の宗教 に従 った親族 呼称
で養父母 を呼ぶ。 ムス リムは父 母を 「パ 、マ」 と呼ぶが、養 子 に出 され た子供が仏教徒であ
って も、これ に従 う。 しか し、その子 の実際のキ ョウダイ達は これ に従 うことな く、こ うし
た養 父母 一養 子の 関係 は キ ョウダイ の中で も この養子 に出 され た子一 人だ けに関わ るこ と
であ る。
1988年9月の調査時で 、ムス リム61世 帯中33世 帯=が44人の子供 を、仏教徒72世 帯 中28
世帯 が同 じく44人 の子供 を養子 に出 していた。 宗教がいかに関係す るかをみる と、ムス リ
ムで44人 中25人 をムス リムへ、19人を仏教徒 へ出 してい る。仏教徒 の方 は44人 中ムス リ
ムへ10人 、仏教徒へ33人 、出稼 ぎ先の ラノー ンで ビルマ人 に出 した とい うのが1人 であっ
た。 この うち治療儀 礼を行 うな ど呪術的力 をもつ とされ る仏教の僧 へ出 した とい うのが 、ム
ス リムで6人 、仏教徒 で10人 である。 それ をそれぞれか ら引 くと、ムス リムはムス リムへ
25人、仏教徒へ13人 、仏教徒 は仏 教徒 へ23人 、ムス リムへ10人 とな る。 比率 としては、
ちょ うど異な る宗教へ 出すケー スが同 じ宗教へ出すケースの半分ほ どである ことになるが、
近い親族 へ出す ことも多 いこ とを考 える と、 「養子慣行 」において は、宗教 の違 いは特 に関
与 していない とい えるよ う。つ ま り、こ とさ ら異 なる宗 教だか らよい と考 えられ ているわけ
で もな く、同 じ宗教が よい と考 えられて いるわけで もない。そ のこ とは、なぜ その子 を養 子
に出 したかの理 由を尋ねた ときに、宗教 に関 しての言及 が聞かれなか った こ とか らも言 える
であろ う。
養 子に出 された子供 の性別 は、男45人 、女41人 、不明2人 であ った。第何 子を出 したか
につ いては、第 ユ子が29人 、第2子 が17人 、第3子 が11人 、第4子 が8人 、第5子 が11
人、第6子 が2人 、第7子 が1人 、第8子 が4人 、第9子 が1人 、不 明4人 であった。第1
子が 多 くなってい るが 、これは まだ子供 が1人 しかいない若い夫婦 も含 まれ ているこ とと、
第1子 だか ら養子 に出 した とい う説 明は聞かれなか った ことか ら、特 に有意 な特徴 であるか
どうかは定かでは ない。
村 人が挙げ る養子 に出 した理 由 としては、子供 が体が弱 くいつ も熱ば か りだ しているか ら
とか 、引 きつ けを起 こす か らとい う子供の健康状態 に関す るものが圧倒 的に多か ったが、夢
で特 定の誰かがそ の子 を くれ と要求 し、出 さなければ子供が病気にな るとい うこ とを恐れ て
養子 に出 した とい うのも12ケ ースあった。 この12ケ ース の うち、子供が病気で あった と重
複 した理由 を上 げているケース もあった。夢 を見 た人 は、母親であ った り父親 であった り、
祖母 であった りす るが、なか には養子 に出す 先の人 と父親 が同時に夢 を見た とい うケース も
あった。 このケー スでは、養子 を もらった方は まだ独身の20代 の仏教徒 の男性 で、出 した
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方はム ス リムの20代 の父親 であ り、特に血縁 関係 はなかった。 その他、水の精霊(ピ ー ・
ナム)が 子供 を連れてい こうとす るのを僧 が助 けて くれ る夢 をみ て、その僧 に養子 に出 した
とい うケー スもあった。 また、特 に夢 を見たわけではないが、その人の子供が皆 元気 に育っ
てい るか らとか 、その人 の子供が太ってい るか ら同 じよ うに太 るよ うに と願 って出す場合 も
あ る。
村 の 中で最 も多 く養 子 をもらっていたのは、ムス リムの呪 医ワー ・コー ンで、仏教徒 か ら
2人 、ムス リムか ら3人 が養 子に出 されていた。 ワー ・コー ン自身は、 自分が多 く養 子を受
け る理 由を、子供が皆元気 で病気 もせず に育ってい るか らだ とい う。(男7人 、女1人 の子
供 をもっていた が、娘 は1987年に34歳で病死 した。)し か し、子供 が無いた め実質的 な養
子 をも らい受 けて一 人娘 と して育てた仏教徒 の呪 医ぺ ・リエ ン もまた、仏教徒 か ら1人 、ム
ス リムか ら3人 の養 子を受 けてい る。M村 の寺の僧 、隣村 の寺の僧 も多 くの養子 を受 けてい
ることか ら、養子 に出す親 は、子供 の病気 の治癒や 予防 を願 って、養 父母に何 らか の力 を期
待 して いる とい うことがで きよ う。
しか し、 「養子慣行」には、他の病気治療の儀礼的方法 とは異 なる独特 の考 え方が現れ て
いる。それ は、子供が病 気が ちな のは、親 と合わ ないか らだ(maithuukkan)と考え られ
てい ることであ る。親 と生まれた年月 日に よる相性 が合 わないので、合 う人に養子 に出 した、
合 う人 を見つ けるまで何 人に も養 子を出 した とい うケ… スもある。つま り、こ こでは親 と子
の関係が絶対視 されず 、相性が合わないな ら、合 うよ うに組み替 えるとい う手段 が とられて
いるのであ る。養子 にだ され た子供の年齢は、1歳 未満が60人 で最 も多 く、5歳 までが17
人、10歳 までが6人 、15歳 までが2人 、不明3人 であ った。つ ま り、養子慣行 は、乳幼児
の うちの病気の原因 を親 との関係 に求め、子供に とって新たな関係 を作 り出す ことで解 決 し
よ うとす る方法で ある といえ よう。
ここに、M村 にお ける家族 関係 の一つ の特徴 をみ ることがで きる。まず 、養 子に出す 場合
に、家族全体 に関わ るのではな く、特定の子供 とその養父母 とい う二者関係 のみ に関わ るこ
とであ るとい うこ とであ る。 ここでは、キ ョウダイや集 団 としての家 族は関わ らず、1対1
の 「親 一子」 関係 が焦点 となって いる。 も う一つ 、 この 「養子慣行 」で特徴 的なのは、 ここ
では宗教の違 いが関与 していない、宗教的 カテゴ リーに よる人の区別は用い られていな い と
い うことであ る。
婚姻
M村 におけ るムス リムー仏 教徒 婚は全婚姻数 の約20%に のぼ る。これ は、東南ア ジア にお
いて もかな り特 異な通婚 率を示 してい る。例 えば、マ レー シアのク ランタンにおけ る1985
年 の ウィンズラーの報告 では161ケース 中5ケ ー ス(3.1%)に しかす ぎず 、また1982年の
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チ ャ ウィー ワンのパ タニでの調査 でもムス リム と仏教徒の通婚は ほ とん どな く、わずか な通
婚の事例 は都 市部の タイの教育 を うけた ものがほ とん どであ るとい う。 しか も、そ うしたわ
ずか な 通婚 も、仏教 徒 が改宗 して ムス リムに な るケー スが大 部分 で あ る と報 告 して い る
[Winzeler1985,Chavivun1982]。ところが 、M村 の通婚 の事 例で は、婚姻 にお いては
夫婦の宗教 は同 じでなければな らない とい うこ とが強 く言われ、ムス リムが仏教徒 にな るケ
ース と、仏教 徒がム ス リムになるケースが ほぼ拮抗 してい る13。こ うした双方向の改宗 は、
宗教 を変 えるこ とを罪 と して断罪す ることのない仏教は ともか くと して、棄教 を重大な罪 と
す るイ スラー ムの側 か らみ ると、イ スラームを捨て ることよ りも、む しろ夫婦 の宗教 を同 じ
にす る とい うイデオ ロギーが よ り強 く働 いてい るともい えるで あろ う。家族、親族 関係 の考
察にお いて、宗教が異 なる者 の婚姻 が、同 じ宗教 の者 同士の婚 姻にお ける親族 間関係 とは異
質の、差異化 の原理 を持 ち込む ことを見た。そ こでは、家族 の宗教 とは異 なる宗教 をもつ側
の親族 との間において、宗教 の違 いが、流動的で あったメンバ ーの帰属 を制限す るよ うに作
用す る。本節 では 、婚姻の事例か ら、共系的な親族 のあ り方 とは異な る原理 を持 ち込 む こと
にな るム ス リム と仏教徒の通婚の実態、及び親族 関係 と宗教 の選択につい て考 察 したい。
ここでは、主に1988年のデータに よって分析 し、補足的 にその後の調査デー タを用 いた
い。M村 にお いて、1988年の時点 でムス リム ームス リム婚は61、仏教徒 一仏教徒婚 は65、
ムス リム ー仏教徒 婚は33で あった。 これは、その時点で どちらか 片方 も しくは両方が生存
す る、婚姻経験 のあ る全ての人の現在 も しくは最後 の結婚 についての数で ある(表6)。
(1)婚 姻規制
婚 姻 に際 して の結婚 で きな い範 囲 と して 、宗 教 に言 及す る人 は 少 な く、む しろイ トコ
(luukphiiluuknっong)や親戚(yaat)、及び同姓(namsakundiau)の者 をあげる人が
多い。宗教に関 しては、数少 ない言及 した例 で も、異なる宗教の人は 「改宗 して同 じ宗教 に
な るな らばよい」、 「二人の間 でよい方 に決め る」 といった容認の態度 を とる者 もいる。異
13M村の ムス リム は 、東 海岸 を 中心 と した マ レー 語 を話す ムス リム と異 な りタイ 語 を 話す ムス リムで あ る
ことは 既 に述 べ た が 、村 の ム ス リム の 婚姻 関 係 に して も、マ レー を母 語 とす るム ス リム との 婚 姻は 非 常 に少
な く、他 県 出 身 者 と の通 婚 に して も、む しろ同 じタイ 語 を 話す 仏 教 徒 との 通 婚 の方 が は る か に多 い。(M村
のム ス リム の マ レー 語 を母 語 とす る ムス リム との婚 姻 は、わ か って い る限 りで2例 あ るの み であ る。一 人 は
パ タニ 出 身 、 も う一 人 は サ トゥー ン 県 内の マ レー 語 を 話す 村 出 身 の男 性。)こ う した傾 向 は 、村の 若 者 が県
外 へ 出稼 ぎ に 出 て、広 範 に移 動 す る よ うに な っ て も変 わ らな い。 いや 、む しろ ます ます 仏 教 徒 との 通 婚 が増
え る傾 向が あ る。 も ち ろん 、マ レー 語 を話 す ム ス リム が 東海 岸 に集 住 して い る こ と を考 え る と、接 触 の機 会
が少 ない こ とが その 大 き な原 因 で あ ろ うが 、M村 のム ス リム の間 に 、マ レー謳 を話 す ム ス リム の よ うに マ レ
ー語 をイ ス ラー ム と結 びつ けて ア イデ ンテ ィテ ィの拠 り所 とす る こ とが ない こ と、それ ゆ えあ えて マ レー語
を話す ムス リム と の婚 姻 関係 を望 ま しい もの とみ なす こ とが な い こ と も指 摘 して お く必 要 が あ ろ う。タイ 国
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表7 ムス リム 仏ー 教徒婚 における改宗者別婚姻数*
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*1988年の 調 査 に よ る
表6の ムス リム 仏ー教 徒婚数と表7の 合計にずれが見 られるのは、はじめに妻
が仏教徒にな り後に夫婦でムス リムになったケースと、はじめに夫がムスリム
にな り後に夫婦で仏教徒になったケースを表7で は1組 の夫婦につき2回 カ
ウン トしたためである。
な る宗教はだ めだ としたのは 、ムス リムで はモス クのイマム な どわず か4人 、仏教徒で は中
国系 タイ人 の炭焼 き場の持ち主S1人 であ った。イ トコ婚 と親族婚は、できない と禁ず る者
と好ま しくない とす る者 といたが、同姓にっいては好 ま しくない とい うよ りもよ り強い禁止
の表現 をす る者が多 かった。 これ は、ムス リム も仏教徒 も全 く同 じ傾 向を示 してい るi4。
では実際 に、イ トコ婚 があ るか ど うか を調 べる と、仏教徒一仏教徒婚 では第3イ トコまで
皆無で あった。ムス リム 仏ー 教 徒婚 もまた皆無 であった。 ムス リム ムー ス リム婚 では、第1イ
トコ婚、第2イ トコ婚 は皆無であ ったが、3代 さかのぼ るとキ ョウダイ の関係 にあ るケース
が1例 、夫婦 それ ぞれ3代 と4代 さか のぼ る とキ ョウダイの関係 にあ る者が3例 、4代 さか
のぼ るとキ ョウダイの関係 にあ る者が3例 あった。 ム ス リムームス リム婚は村内婚が3割 近
くを 占めるため 、一部 では系図 を辿 るとこ うしたつ なが りが見いだせ ることにな る。 しか し、
通常村では この よ うな遠 い親 戚の関係 はイ トコとは考 え られ てお らず 、こ うした関係 も筆者
が村 の古老にきいた系図 を辿 って捜 し出 した もので 、当人達 もこの関係 を明確 には認識 して
いない場合が多い。イ トコ婚 に関 して は、筆者に とって印象的 な場面 があ る。 いつ も暇 そ う
に家 の前に座 ってい るの に、 「今 、暇?」 ときくといつ も 「忙 しい」 と答 えて なか なか イン
タ ビューに応 じて くれ ない仏 教徒 の夫婦があった。 それ を見たあ る村人は 、私に 「あの二人
はイ トコ同士の結婚なん だ。だか ら恥ずか しいか らイ ンタ ビュー に応 じた くないんだ」 とさ
さや いた。あとでわかった ことに よると、そ の夫婦 は結局何の親戚関係 も見い出せ なか った
艮 同姓 とい うこ とは 、婚 姻 にあ た って 女性 が男性 の 姓 を と る場 合 が ほ とん どな ので 、 父 方 の平 行 イ トコ に
あた る。
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が、イ ンタビュー に応 じない ことを、 「イ トコ婚 が恥ずか しい ことだ」 といった理由で説明
された こ とは、私 にイ トコ婚が強い禁忌 の感情 を伴 った現象であ ることを認識 させ て くれた
15。 なお、同姓 の者 の婚姻 の事例 は全 く見いだせ なかった16。
こ うしたヤー ト、 ピー ノー ン との婚姻 の禁忌は 、実 質的 には親族 の範囲 を婚姻 に よってま
すます拡散す る ことにな ると同時 に、人 々がヤー ト、 ピー ノー ンの範囲 を どの くらいに考 え
てい るのか を示す。それ は少 な くとも、通常血縁 関係 が明確 に把握 されて いる第2イ トコく
らいで あろ うと思われ る。 しか し、も し第3イ トコで も血縁 関係 が把握 され ている ときは避
けられ る。つ ま り、ヤー ト、ピー ノー ン との婚姻規 制は、その境界が明確で ない親族 の限界
を、あ る程度示す もの と考え られ る。そ して、ムス リム と仏教徒の婚姻 は、む しろヤー トと
の婚姻 が恥ず か しい こととされ ているのに比べ、奨励 は されないが現実 にお こって しま うと
仕 方が ない と許容 でき ることで ある。
(2)結 婚形 態、初婚の割合
婚姻 の形態 は、ムス リム ムー ス リム婚 は1988年の時点ではす べて一夫一婦婚 であったが、
1994年には1組 複婚 の事例が 誕生 していた。仏教徒 一仏教徒婚 は1988年には複婚が1組 あ
って、M村 に は2番 目の妻 と子供だ けが居住 し、夫 は村外 か ら通ってきてい たが 、1994年に
はその夫 が:事故で死亡 したため、複婚 は解 消 していた。ムス リム 仏ー 教 徒婚 は1994年まで は、
すべて一夫一婦婚 であρたが、1995年に夫が死亡 した同村 内の元仏 教徒か らムス リムになっ
ていた女性 と、村 内で ムス リム ムー ス リム婚 を行 っていた男性 が、宗教 上の婚姻 届け(ニ ッ
カ)を 行い 、二人の妻 をもつ複婚 とな ってい た17。
ムス リム 仏ー 教 徒婚 は、表7に みる よ うに、 ムス リムか ら仏教徒 にな るケー スは19、仏 教
徒 か らムス リムにな るケース16と 、大 きな差 は見 られ ないが、改 宗者 の男女比 は、 それ ぞ
れ女性が男性 の約2倍 となって いる。女性が 男性 の宗教に従 うケースが多 い といえよ う。
15これ だ け村 内 婚 が あ るに も関わ らずM村 で イ トコ婚 が 少 な い こ とは 、例 えばマ レー シ ア のイ トコ婚 が 好
まれ るマ ラ ッカ の前 田の ケー ス は別 と して も、特 にイ トコ婚 が好 ま れ る わ けで は な く、親 族 同士 の頻 繁 な つ
き 合 い のた め に起 こ る と考 え られ て い る クラ ン タ ンの ケー ス(坪 内)で 男子16.696、女 子13.9%、ケ ダー
の ケー ス(口 羽)で も約2096のイ トコ婚(第1イ トコ、第2イ トコ及 び第1イ トコの子 供 を含 む)が み ら
れ る こ とか らみ る と、先 のい とこ婚 を禁 ず る婚 姻 規 制が 働 い て い る もの とみ な す こ とが で き よ う[水野1981,
口羽 ・坪 内 ・前 田1976]。
竃6ある ム ス リムは 、 訪れ た あ る村 には 自分 と同 じ姓 の 者 が 多 か った と言 う。 「親 戚(ヤ ー ト、 ピー ノー ン)
ば か りだ。で もそ こ で はみ ん な仏 教 徒 だ った け ど」 と語 った。 この こ とは 、同姓 が 親 戚 と考 え られ て い る こ
とを示 す 。
17この 男 女 は女 性 の 夫 が死 亡す る以 前 か ら姦 通 の噂 があ り、夫 が 死 亡 した後 に も関係 を続 けて いた とい う。
しか し、男性 の母 親 が 危篤 にな っ た と きに 、イ ス ラー ム で も重 大 な罪 で ある姦 通 を行 って い る と母親 の 遺 体
に触れ な い とい うこ とで 、 宗 教上 の 婚姻 を行 っ たの だ と、 あ る村 人 は私 に 囁 いた 。
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初婚 同士 の組み合 わせ の割 合は 、ムス リムームス リム婚で78.7%、仏教 徒一仏教 徒婚 で
76.9%であるのに対 し、ムス リム 仏ー 教徒婚 は60.6%である(表8-1、8-2、8-3)。 こ
のこ とか ら、ムス リム ー仏教徒婚者 には再婚者 がやや多い傾向 があるこ とがわか る18。
表8-1 ム ス リム ムー ス リム婚の結婚回数別に見た夫婦の組み合わせ*
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表8-2 仏教徒一仏教徒婚の結婚回数別に見た夫婦の組み合わせ*
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表8-3ム ス リム 仏ー 教徒婚の結婚回数別に見た夫婦の組み合わせ*
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*1988年の 調 査 に よ る
18ムス リム の男 性 の初 婚 年 齢 は87.0%が18歳か ら25歳 ま で の間 で あ る。(初 婚 年 齢 は生 存 してい る人 の
み の デー タで あ る。)仏 教徒 の男 性 は 同 じ範 囲で75.Q%であ る が 、30歳ま で に は94.2%とな る(表9)。
一 方 、ム ス リム の 女性 は15歳 か ら21歳 ま での 間 に91.2%が最 初 の結 婚 を してい る。仏 教 徒 の 女性 は 同 じ範
囲だ と67,2%にす ぎず 、最 も集 中 して い る範 囲は やや 後 ろに ずれ 、18歳か ら24歳 ま での 間 に81.7%が初婚
を行 っ て い る。 男 女 と も平 均初 婚 年齢 は、 ム ス リム よ りも仏 教 徒 の方 がや や 遅 く、ム ス リムの 男 性 で22.0
歳 、 女性 が18.4歳、 仏 教徒 の 男性 は23.7歳、 女性 が20.7歳で あ る。 この こ とは 、そ れ ぞれ の 理想 的 結 婚
年 齢 を ム ス リム が 平均 して 男性21.0歳、女 性18.7歳、仏教 徒 の 男性22,5歳、 女性20.2歳とす るの とほ ぼ
一 致 して い る。
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(3)恋 愛結婚 か、見合 い結 婚か
誰 が結婚 を決 めたか、つま り 「自分 達で好き にな った(恋 愛結婚)」 か 「親 ・親戚 、も し
くは知人の紹介 か(見 合 い結婚)」 を尋ね た。恋愛 結婚 は、ムス リム ーム ス リム婚 では有効
解答41ケ ース 中12ケ ー スで29.3%、それに対 し仏教徒 一仏教 徒婚 は有効解答42ケ ース中
31ケースで73.8%とムス リム ームス リム婚 の2倍 以上にのぼった。
ムス リム ー仏教徒婚 の恋愛結婚 率は予想 され る とお りほぼ100%に近い。33ケー ス中1ケ
ースのみ他県か ら親 と共 に移 住 してきた仏教徒 の娘 をM村 のムス リムの男性が好 きにな り、
娘の親 に話 して本人 ではな く親が結婚 を決 めた とい うケースがあった。これ も男性 の側 か ら
見れ ば恋愛結婚で あろ う。つ ま り、ムス リムー仏教徒婚の ほ とん どは親 の反対 を押 し切 って
の恋愛結婚で ある といえ よう。
その ことは、駆 け落 ち婚が、33ケー ス中13ケ ー ス(39.4%)と多い ことか らも見て とれ
る。 「駆 け落 ち」 とは村 ではniitaamkanpaiとい う。niiは 「逃 げ る」、taamで「つ い
て」 、kan「共 に」 、pai「行 く」で、あわせて 「手 に手 をとって逃 げ る」 くらいの意味 とな
るだろ う。具体的には、 どち らかが片方の家 に親 に無断 でかけ込んで住む か、二人で別 の場
所 に逃 げて事実上の夫婦 生活 を開始す るか、あ るケースでは区長(カ ムナ ン)の 家にか け込
んで親 を説得 して も らった とい うの もあった。 こ うした 「駆 け落ち」の方 法を とったのは、
ムス リムームス リム婚 では4ケ ース(6.6%)、仏教徒 一仏教徒婚 で3ケ ース(4.6%)にす
ぎないので、これはム ス リムー仏教徒婚 において宗教的カテ ゴ リーの壁 をの り越え る手段 と
して考え ることがで きるであろ う。こ うした ことは、 日常生活においては 、ムス リム も仏教
徒 も宗 教に関わ りな く社 会関係 を保 ってい るよ うに見 えるM村 において も、通婚にあた って
はそれがの り越 えなけれ ばな らない障壁にな ってい るこ とを示 してい る。 しか し、一方で は
いったん駆 け落 ち して既成事 実をつ くって しま った カ ップル の通婚 が、 「一緒にな って しま
ったんだ。何 を非 難す ることが あろ う(非難 して も しょ うがない)」(daikan1εεuwaaarai)
と許 容 され るこ とは、そ の障壁 が絶 対にの り越 えられない もので はない ことをも示 してい る
であろ う。
ムス リム ー仏教徒婚が結局 は容 認 され るとい うこ とは、通婚に よっ て改宗 した者 も、その
後 も実家 と断絶す る ことな く行き来 してい るこ とか らも うかがわれ る。通婚に よって改宗 し
た者 は、実家 の親 が宗教的祭祀 を行 う時 には、物 も しくは金銭の援助 を行 うことに よって改
宗後 も親 との関係 を保 ってい る。 こ うした物や金銭 の流れは、逆 に親 か ら子へい くことはな
い。 改宗 した子供か ら親 へ とい う一方向の援助 であ る。
(4)通 婚圏
ムス リムの通婚 圏 と仏教徒 の通婚圏 を比ぺ る と、仏教徒 の方が広範 な広が りをもって婚姻
してい るこ とが うかがわれ る(表10-1、10-2)。仏教徒 の通婚圏 は、南タイの他県のみ な ら
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ず 中部 タイ 、北 タイ に まで及び 、M村 出 身者 と他 県 出身者が結 婚 した ケー スは33ケ ー ス
(50.8%)であ る。ム ス リムのM村 出身者 と他県出身者 の結婚 は13ケ ース(21,3%)に留
ま り、 しか もサ トゥー ン県 のす ぐ北側に隣接す る トラン県 を除 くと2ケ ー ス しか ない。M
村出身者 の割 り合い をみ ると、ムス リムの男性 で60.7%、女性で55,7%、それに対 し仏教
徒の男性 はやや 低 く49.2%、女性 は さらに低 く38.5%であ る。つ ま り、仏教徒の女性は 、
村外か らの婚 入者 が多い のである。
これ を、村 内婚 、村外 婚の割 り合いでみ ると、さ らに大きな違いが見 られ る。ムス リムの
村 内婚 は61ケ ース中18ケ ー スで、村 内婚率 は29.5%であるのに対 し、仏教徒は65ケ ー ス
中5ケ ースのみで 、村 内婚率は7.7%にす ぎない。 これ を区の レベル に広 げてみ るとこの差
表9 初婚年齢*
印
ム ス リ ム 仏教徒
年齢 男 女 男 女
14 2 1
15 5 1
16 1 6 5
17 1 z 5
18 5 8 4 6
19 7 z s 8
20 7 13 7 ii
21 is 6 z 5
22 z 1 3 3
23 7 2 8 2
24 4 6 4
25 5 4 1
26 z
27 z 2 i
ze 2 3
29 z 玉











不明 1 2 1
計 54 58 54 61
*1988年の 調 査 に よ る
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は さ らに大 き くな る。 同 じ区内 の者 同士 の結婚は、 ムス リムは45。9%、仏教徒は18.5%で
ある。 これは 、M村 出身 の仏教徒 の移動性 の大 きさだ けで はな く、む しろ他 県出身の仏教徒
の移動性 の大き さ示す ものと考 え られ る。例 えば、北 タイや東 北タイ、中部タイ出身者のほ
とん どは 自らが南 タイ に出稼 ぎにきて(し か も女性が ほ とん どであ る)そ こでM村 の者 と出
会い結婚 した とい うパ ター ンである。
ム ス リムー仏教徒婚の通婚圏 は、村内婚 につ いてはむ しろムス リムのパ ター ンに類 似 して
い る(表10-3)。村 内婚は33ケ ース 中10ケ ースで、30.3%である。M村 出身者 の割 り合い
も男性 で60.6%、女性で54.5%とムス リムームス リム婚に近い。 しか し、村 外婚については
表 正0-1 ムス リム ムー ス リム婚の通婚圏*
1
夫 妻 M村 区内 郡内 県内 トラ ン 南タイ その他 計
M村 至8 7 3 4 5 37
区内 1 2 3
郡内 3 3
県内 4 3 7
トラ ン 6 t t 8
南タイ 2 1 3
その他 0
計 34 9 3 8 5 z 0 61
表10-2 仏教徒一仏教徒婚の通婚圏*
夫 妻 M村 区内 郡内 県内 トラン 南タイ その他 計
M村 5 3 5 ii z 6 32
区内 3 1 i 5
郡内 1 1 z 4
県内 2 2
トラ ン 6 1 z
南タイ 5 1 z z 10
その他 3 1 i 5
計 25 6 8 13 4 9 65
表10-3ム ス リム 仏ー 教徒婚の通婚圏*


























計 18 41 1 4 3 z 33
*1988年の 調 査 に よ る
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ムス リム ムー ス リム婚 よ りも広が りが ある。 これは、村の ムス リム と通婚 して他 県か ら婚 入
して きた仏教徒 が多い ことを示 している。仏教徒が改 宗 してムス リムにな る形の通婚 では、
女性 が改宗す る場 合、村内婚は11ケ ース中1ケ ー スにす ぎず 、それ以外はすべて改宗 した
女性 は他村 出身 であった。男性 が改宗 したケースでは、5ケ ー ス中2ケ ースの男性がM村 出
身で あるが、 これ は男 女 ともM村 出身の村内婚で ある。ムス リムが改宗 したケー スでは、改
宗 した側が男性 である7ケ ース 中5ケ ースま でM村 出身者 で、村内婚 も3ケ ースあった。女
性の改宗者は12人 中9人 がM村 出身で、村 内婚は この うち4ケ ー スであった。 つま り、ム
ス リムが改宗す る場合の通婚は 、M村 出身者 であ る場合が多 い一方 で、仏教徒が改宗す る場
合は 、他村出身者 が多い。M村 出身者 のみ を とってみ ると、仏 教徒 よ りもムス リムに自 ら改
宗 して異 なる宗教の者 と通婚 して いる者が多 い。
(5)親 または祖 父母 にムス リム 仏ー 教徒 婚者 があ るケー ス
ム ス リム 仏ー 教 徒婚 をす る者 の背景 と して 、異な る宗教 の者 を親 族に もつ場合 に、 こ うし
た通婚 に心理 的抵抗 が少ない とい うことが考 えられ る。親 もしくは祖父母 にムス リム 仏ー 教
徒婚者が ある割合 を婚 姻形態別 に見てみ ると、ムス リム 仏ー 教 徒婚 で33ケ ース中15(45,5%)、
仏教徒一仏教徒婚で65ケ ース中32(49.2%)、ムス リム ムー ス リム婚 で61ケ ース 中9(14.8%)
であ った。 ムス リム 仏ー 教 徒 婚及 び仏教徒一仏教徒婚者 にムス リム 仏ー 教 徒婚 を した祖 先 をも
つ者が多 いの は、M村 において初期に単身で村へや ってきた仏教徒 がムス リムの女性 と通婚
し、その女性 が仏教徒 となる形 の婚姻 がまず 起 こってい ることか ら、現在 のM村 の仏教徒 に
は、その時の通婚者 の子 孫が多 く含 まれ れてい るた めであると考 えられ る。 しか し、ムス リ
ムー仏教徒婚者 におけ るM村 出身者 を見 ると、ムス リムの方が仏教徒 よ りも多い ことは(ム
ス リム26人 に対 して、仏教徒13人)、 改宗 に対 して は、直接 の親や祖父母 の影 響のみでな
く、村全体 にお いてムス リム 仏ー 教 徒婚 を許容す る背景があ るこ とが考 え られ る。
(6)村 にお けるムス リム 仏ー教 徒 婚の変遷
村 にお いては じめてのム ス リム 仏ー 教徒 婚が起 こったのは、1910年代 だ と思われる。M村
の伯母 の家 にいたムス リムの女性が 、薪割 りの仕:事を していた華人男性 と一緒 にな り、仏教
徒に なった19。その子供 は5男5女 の10人 キ ョウダイ で、男は全員M村 に住み、女性 は4人
が村外 に婚出 し、1人 はM村 に住ん で子孫 を残 してい る。現在で も男性4人 と女性1人 の子
孫達 は、親族 近隣居住 を しなが ら、ある者 はムス リム 仏ー 教 徒婚 を行 ってM村 に住んでい る。
19借金 奴隷 で あ っ た ムス リム の女 性 を 、仏 教徒 の 男性 が借 金 を支払 うこ とで 手 に入 れ た と もい う。 しか し、
タイ にお いて は1874年に ラー マ5世 が 「奴 隷 制」廃 止 に 着手 し、1905年に全 廃 に成 功 した と され て い る 〔石
井1993:241]。M村は 辺境 ゆ えに 、そ の 実施 に タ イム ・ラ グ が見 られ るの か 、そ れ とも借 金 奴隷 で あ っ た
とい うこ とが事 実に 反す るの かは 定 かで は ない 。
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2番 目の通婚は1920年代だ と思われ るが、や は りムス リムの女性が男性 に従 って仏教徒 に
なってい る。その女性は、は じめにムス リム男性 と結婚 し子供 を1人 も うけた後 、仏教徒の
男性 と一緒になった。その女性 とは じめの夫は、2番 目の仏教徒の夫の経営 の元 で薪割 りの
仕事 を していた。その仏教徒の夫は、仏 教徒 の妻 との間に8人 の子供 を も うけた後、妻 と死
別 し、自分の雇用人 であったムス リム女性 を奪 ったのだと昔を知る村 人は言 う。その女性 は
2番 目の夫 との間に3人 の子供 をも うけたが、死ぬ 前には じめの夫 との間 にできた子供の も
とに身 を寄せ 、ム ス リムにも どって死 んだ。は じめの夫 との子供(1995年現在 で75歳)も 、
2番 目の夫の間にで きた子供 もみ な現在 もM村 在 住であ る。前者 の子供 の子孫達 はム ス リム、
後者 の子供の子孫 達は仏教徒 であ るが、その子孫 達の中には いず れ もムス リム 仏ー 教 徒婚 を
して い る者が いる。 このは じめの2例 のムス リム 仏ー 教 徒婚者 達はすで に死亡 してい るが、
図2の1930年 代以降の通婚の事例 は、夫婦共 、 もしくは どち らか一方 は生 存 してい るケー




表11-1に見 るよ うに 、1940年代 まで はいずれ もムス リム女性が仏教徒男性 に従って仏教
徒 にな る形態 の通婚 で ある。 は じめて仏教徒 がム ス リムに なる形態 の通婚が 出て くるのは
1950年代に なってか らであ る。 それ以後は、年代 を追 うほ どムス リム 仏ー教 徒婚 も増 えて い
るが 、人 口増 によ り全体の婚姻数 自体 も増 えているので、 これ に より1960年代か ら1980年
代 にかけては 、必ず しもムス リム 仏ー 教 徒婚 が増 える傾 向があ るとは言 えないで あろ う(図
3)zoO
l988年か ら1991年までに、1988年の時点 でM村 に居住 していた家族成員 にお いて新 た に
起 こった婚姻数 によって、ム ス リムー仏 教徒 婚の割合 をみ てみ る21。ムス リム ームス リム婚
5組 、仏教徒 一仏教徒婚5組 、ムス リムー仏教徒4組 で、ムス リム ー仏教徒婚の割合 は28.6%
であった22。次の3年 間 の1991年か ら1994年までの婚姻数 を1991年時のM村 居住者 につ い
て同様 の手続 きで数 え ると、ムス リムームス リム婚7組 、仏 教徒一仏教徒婚5組 、ムス リムー
仏教徒婚8組 で、ムス リム 仏ー 教徒婚 の割合 は40.0%にのぼ った。この間のムス リム 仏ー 教 徒
婚 はす べて仏教徒がム ス リムになるケー ス(5組)、 も しくはまだ改宗は していないがムス
リムの家庭 に入って同居 している(3組)ケ ースであ る23。
こ うした傾 向を見 ると、特 に1990年代以降 は、通婚 にあたっては宗教的カテ ゴ リー の障
壁 はます ます 低 くなって いるよ うに思える。 特に、1991年以降 のムス リム 仏ー 教 徒婚 は他 県
へ働 きに出かけた若者がそ こで知 り合 った仏 教徒 と通婚す るとい うパ ター ンを とってい る。
こ うした形態 の婚 姻が増加す る傾 向は、M村 の若者 が1991年の調 査時に顕著に見 られ たよ
うに、ハ ジャイ な どの大都市に出稼 ぎに出か ける機会 の増 大 と共にます ます 拍車がかか る こ
とが 予想 され る。
20ちな み に 、1950年代 か ら1980年代(1987年まで)に か け て はム ス リム 仏ー教 徒 婚 が 現在 生 存 してい る人 々
の 全 婚 姻数 に 占め る割 合 は 、20%代前 半で ある(表11-2)。 しか し、 これ らの 婚姻 数 は 、す で に死 亡 した
入 や 移 出 した 人 は含 まれ ず 、また 他村 にお い て婚 姻 してM村 に 移入 した人 も含 ん で い るの で 、正確 にM村 の
過 去 の 婚 姻数 を 反 映 した もの で はな い。 しか し、ム ス リム 仏ー 教 徒婚 の 推移 の あ る程度 の 目安 には な る もの
と思 わ れ る。
2i婚姻 の 結 果村 外 に 居住 す る こ とにな った者 も含 め てい る。 しか し、 この 間 に村 外 か ら新 た に移住 して き
た者 の 婚姻 者 数 は含 まれ て い ない 。
22ムス リム 仏ー教 徒 婚 の 内 訳は 、 ム ス リム が仏 教 徒 に な った ケー スが2組 、 仏 教徒 が ム ス リム に な った ケ ー
ス が2組 で 、ム ス リム が 仏教 徒 に な った ケ ー スは 両方 ともM村 同 士の 結婚 で あ っ た。仏 教 徒 が ム ス リム に な
っ たケ ー スは 、ム ス リム はM村 出 身者 で 、改宗 した仏 教 徒 は 南 タイ のバ ッ タル ン県 及 び 同 じ郡 内 にあ る町 ト
ゥン ワー(M村 か ら約16キ ロの と ころに あ る一 番 近 い町)の 出身 者 で 、 両方 とも女 性 で あ った 。
23ムス リム はす べてM村 出身 者 、仏 教 徒 はす べ て他 県 出身者 で 、南 タ イの バ ッタル ン県2人 、 ナ コ ンシ ー
タマ ラー ト県2人 、 ソン ク ラー 県1人 、 トラ ン県1人 、中部 タイ のバ ン ユク1入 、チ ャ ン タブ リー県1人 と
な って い る。 性 別 で は 男4入 、 女4人 で あ る。
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表11-1タ イ プ別 ム ス リム 仏ー 教 徒 婚 の 変 遷 串
A B C D 計
1930年代 1 1
40年代 2 2
50年代1 2 1 1 5
60年代1 4 1 6
70年代 3 3 2 8
80年 代(1987年 ま で)2 2 3 4 11
A 夫 ・仏教徒がムスリムになったケース
B 妻 ・仏教徒がムス リムになったケース
C 夫 ・ムス リムが仏教徒になったケース
D 妻 ・ムス リムが仏教徒になったケース
表11-2年 代別婚姻数*
ム ス リム ムー ス リム 仏教徒一仏教徒 ム ス リム 仏ー教 徒
1
計
1920年代 3 t 4
30年代 4 1 1 (16.7%) 6
40年代 5 7 2 (14.396)14
50年代 9 9 5 (zi.z%)23
60年代 12 9 6 (zz.2%)27
70年代 15 17 8 (20.o%)40
80年代(1987年ま で) 13 21 11(2生4%) 45
計 61 65 33 159
*1988年の 調 査 に よ る



































計 10 23 33
■
*1988年の調 査 に よ る
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(7)婚 姻後の居住
婚 姻後の居 住が夫方 であるか妻 方であるかにっいては 、ムス リム 同士 と仏 教徒同士の婚姻
につ いて、それぞれの婚姻時 の居住 でみ てみる と、ムス リムで61組 中27組(44.3%)が夫
方居住 、21組(34.4%)が妻方居住 、新居婚 は13組(21.3%)であった。仏教徒 は65組 中
28組(43.1%)が夫方居 住、22組(33。8%)が妻方居住、15組(23.1%)が新居婚 であっ
た。 ここか ら、ム ス リム も仏教徒 も婚姻 において も大差 はな く、わずか に夫方居住 の傾 向が
み られ、概 して共 系的 な親 族関係 に もとつ く居住傾向 をもつ といえよ う(表12-1、12-2)。
ムス リム 仏ー 教 徒婚 で も、夫方居住が33組 中15組(45.5%)、妻方居住が14組(42.4%)、
新居 婚が4組(12,1%)と 、 どち らかに偏 らず双方 的な親 族関係に よる居住傾 向が見い出せ
る(表12-3)。 しか し、ムス リム 仏ー教 徒婚 の場合 には、父系か 母系か とい う親族 関係 の原
理 よ りも、宗教 が居住 を決め る重要 な要素 となる。33ケース中選んだ宗教 の方に居住す るの
は29ケ ースであ る。残 り4ケ ー スはすぺ てムス リムの妻が夫 に従 って仏教 に改 宗 した場合
であ るが、これ らのケースはいずれ も夫がM村 に働 きにきてそ こで結ばれ 、妻は改宗 後 もそ
のまま夫 とともに村 に留まってい るため、改宗 した側 に居住す る結果 となってい る24。
(8)親 族関係 と宗教 の選択
ムス リム 仏ー 教 徒婚 にお ける宗教 の選択 は、あ る意 味では どちらの親族 の側に立つ のかを
明確 に選択す る機会 とな る。 こ うした夫方か妻方 の どち らかに帰属を明確 にす る選択は 、婚
姻 に よって も実家 にお け るメ ンバ ーシ ップは切れ ることなく、自由な出入 りを許容す る家族 、
親族 のあ り方 に異 なる差異化 の原理 を持 ち込む ことにな る。 しか し村 におい ては実際 には、
宗教が変わ っても 日常 的には実家 と関係 を断絶 させ るこ とには な らない とい う形 で、親族 関
係 は維持 され ている。 この とき、生 活共 同体 としての世帯内では宗教 を一致 させ るこ とが必
要であ るとみ なされ てい るため、次 の事例の よ うにある場合 には、親族関係 の変 更によ り宗
教を変 えるとい うこ ともあ り得る。
(a)チャ ・セ(40代 の女 性)の 場合
1988年にM村 に行 った ときには、チ ャ ・セは仏教徒 であった。チャ ・セは元 々ムス リムで
夫に従って仏教徒 になってい るが、母親はM村 に健在 であった。現在の夫は2番 目の夫 であ
るが、は じめの夫 も仏教徒で 、チ ャ ・セはは じめの結婚 のときに仏教徒 になった。 しか し、
1988年当時は、船 乗 りで あったその2番 目の夫 が覚 醒剤所持 で捕 ま り、8年 の刑 を受 けて入
獄 中で、す でに3年 が経過 して いた。ち ょ うど私が村 に滞在 中に、母親 の具合が悪 くな り、
24この4ケ ー ス にお い て 、改 宗 は 妻 が夫 に従 う形 で あ るが 居 住は 妻 方 と な ってい る こ とが、 改 宗の 方 向 で
みた 妻 が 夫 に従 う割 合 が多 い に も 関わ らず 、居 住 では 夫 方 と妻 方 が ほ ぼ等 し くな って い る とい う数 字 の ずれ
の説 明 とな る。
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ムス リムに戻 る決 心を した。 チャ ・セ は 「こん なに待ったんだ。少 しは私に同情 して くれ て
もいい はず だ」と、まだ5年 の刑 の残 る夫への言い訳 を していた。 ところが、夫 が減刑 とな
り、チ ャ ・セがムス リムにも どって1カ 月 も しない うちに村 に帰 ってきた。 チャ ・セ は夫 に
ムス リムになって くれ るよ う頼む ことは しないで 、再び 自分が仏教徒 に戻 って しまった。こ
のチ ャ ・セ の例 は、共に暮 らす人に従って宗教 を選択 したケース とい うこ とができよ う。
(b)ケオ(50代 の男性)の 場合
親族 関係 の変 更に合 わせ て宗教を選択す るとい うこ とか ら、さらには関係の断絶 を示す た
めに宗教の変更 を行 うとい う、手段 と して の改 宗もお こり うる。ケオは トラ ン県出身の仏教
徒 であ るが 、M村 に働 きにきて ムス リムの妻 と結婚 す るにあた って ムス リムになった。 と こ
ろが、43歳の ときにケオの母親 が死んだので 、ケオ はいったん仏教徒に戻 って、タイ仏教徒
の慣 習 に従 って母親 の供養 のために出家 して僧 となった。14目間 の出家がすむ と還俗 して再
びムス リムに戻 った。1994年に私がM村 へい くと、ケオは 自分 はも う仏教徒に もどった とい
う。妻 との仲が悪 くな り、同 じ家 に住んで はいるが食 事は隣の娘の家で している。喧嘩の原
因は、たまにはモス クへ行 った らど うだ と妻 にいわれた ことだ とい う。ケオになぜ仏教徒 に
も どったのか をき くと、ムス リムでいても酒 は飲 む し、礼拝 は しない、ムス リムでい ると罪
にな るか ら、仏教徒 にもどった とい う。ケ オは妻 との関係 の断絶 を示すため に、宗教を変 え
る とい う手段 を とっている。
こ うした ことは、夫 と喧嘩 をす る度に ムス リムにも どる と宣言 し、何 回も仏教 とイス ラー
ムを往 復 してい る ト・ナープのケース と同様の 、親 族関係にお ける蘭係 の差異化を明確 化す
るため に、排他的 な原理 をもっ宗教的帰属の便宜的利用で ある といえよ う。
しか し、 ここで、一人 の人 間が同時 にムス リムで あ り仏教徒で あ りえない とい うことのみ
な らず 、夫婦 さらには同居集 団(家 族 を同居す る生活機 能において見た場合の家族)が 同 じ
宗教で あるべ きである とい う宗教的帰属が排他的原理 をもった ときに、共属を許容す る親族
のあ り方 とは いかなる関係 を もつのか とい うことを考 えてみ たい。これ には二つの考 え方が
あ る。一つには 、それは異な る原理 として、宗教 のもつ差 異化の原 理 と、親族関係 の もつ共
属の原理は矛盾 をは らみつつ、現 実において、人 々は世 帯は分けるが、親 族関係 は継続 す る
と言 う形で柔軟 に対 処 してい るとの見方であ る。 も う一方は、父系 と母系の親族 関係 は、実
は常に潜在的対 立をは らんでい るもので あって、宗教の違いは、それ を顕 在的な もの として
浮かび上が らせ る効 果 をもつのであ る、 と見 る見方で ある。つま り、宗 教の異な る婚姻関係
の考察 は、共属 を許容す る共系的 な親族 関係 において も、婚姻 を介 して結 合 している父系 と
母系の親族 は常に対立へ と向か う潜在的 な緊張 関係 がある とい う側 面を照射す る と見 る。そ
れはむ しろ、共存す る関係 にも、その対極 にあ る対 立関係が 張 りつ いている と見 る視点で あ
る。 どち らの視点 も次の よ うに現 実を考える ことで、取 り込 むこ とが ことがで きるだ ろ う。
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っま り、共存 と対立は現 実においては、常 に表裏一 体 と して存在 し、 どの側 面が どの状況 に
おいて強 く出て くるか とい うことにすぎないので ある。それ を二つ の原理 とみるか、二つ を
ひっ くるめて現実 と見 るかの違いであ る。
チユアサーイ
M村 では、社:会的に認知 され た親 を媒介 とした祖 先か らの系譜的つ なが りとい う意味で の
祖 先 と子孫の関係 は、チ ュアサーイ(chwasaai)とい う言葉 によって表 わ され る。 しか し、
それ は単系出 自集団の よ うに、単系的 に認知 され た祖 先か ら連 なる系譜 によ り、権利 、義務
を介 して排他的 、閉鎖的 な集団 を構成 しているわけではない。父方、母方 どち らも辿 ること
がで きるとい うとい う意 味で、単系出 自に対 して共系(cognatic)出自で ある とい える。
チ ュアサーイ は、 「ず っ と伝 え られてきた家系、一族、血統 、血筋」な どと訳 され るが 、
具体的に村で は、あ る行為 を行 うこ とを系譜 によって伝 え られ る一群の人 々 と説 明され うる。
「ボー」 とか 「プ アック」 とい う 「集団」 「仲間」 とで も訳す ことので きる言葉 で言い換 え
られ ることもある。 このチ ュアサーイ と して の宗教 は、む しろ病気治癒 を願 って行 う特定の
願 かけの方法 と して一 人の人間に父方か らも母方か らも伝 え られ る ものであ る。 これ は、親
族 関係におけ る差異化す る原 理 としての宗教 とは異な る、現実対処の手段 として活用 でき る
資源 の よ うな もの である といえよ う。
例 えば、村 でみ られ るムス リムの 出家慣行 もそ うした願 かけの一つで ある。 これは、子 供
が2-3歳 くらい まで に度々熱 をだ した り、病 気が ちだった りす る と、親や祖 父母な どが 子
供が 元気 にな るよ うに、治れ ば出家 させ る と願 をかけ る。そ して10歳 前後 の時 に仏教徒 と
して出家 させ るの である。 出家期間 は3目 間(も しくは3ガ イ といい、1ガ イ を半 日と数 え
て1目 半だ とい う)で 、頭 をそ り仏教徒の子供 と全 く同 じよ うに寺で出家 し、それが終 わる
と再びムス リムに もどる。M村 では メー チー(尼 。上座 仏教では女性は受戒で きても得度 し
てサ ンガの一員にはなれ ない。)と して出家 した人が13人 、ネー ン(20歳 未満の見習 いの
僧)と して出家 した人が2人 の計15人 の ムス リムの出家経験者 があった。 この とき、出家
はチ ュアサーイが ある人 がす るとい う。出家 をす るチ ュアサーイ も しくはボーで ある とい う
のは、母親が 出家 を してい ると娘 も出家 を しな けれ ばな らない とい うこ とで、それは病気 に
なった ときには じめて もちだ され 、病気治癒の方法 と して伝 え られ るのであ る。その ときの
系譜 は宗教の違い に関 わ らず 、エ ゴを中心 と した血縁 関係か ら辿 られ る系譜 であ り、一人 の
人間 の中に親 を通 じて父方 、母方の 両方か ら伝 え られ うるのである。 ここで は宗 教も、一人
の人間がチュアサーイ ・ケー ク(ム ス リムの 血統)で も、チ ュアサーイ ・タイ(仏 教徒 の血
統)で もあ りうる とい う意味で、親族関係 における排 他的な宗 教帰属 とは異な る共存す る原
理を もつ と考 えられ る。
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A.独 身の仏教徒女性
B.仏 教徒と結婚 した仏教徒女性 C。 仏教徒と結婚 して改宗 した元ムスリムの女性
D.キ ョウダイ4人 が
仏教か らイスラームに改宗 E.仏 教徒と結婚 して改宗 した元ムスリムの女性
父親 は元仏教徒で,母 親 に従ってムスリムに
なり,ム ス リム として埋葬 されている.元 仏
教徒の父方の親族の名前のみ書 いている.
図4十'月 祭 にプ ンを送った人の範囲
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終わ りに
本 章で論 じた 「ヤー ト・ピー ノー ン」 とい う自己を中心 としたキン ドレッ ドと、 「チュア
サ ーイ」 とい うある種 の出 自が宗教 的帰 属 と関わ る局面 を、太 陽暦9月 に行 われ る十月祭
(dwansip=南タイ の仏 教徒 の最 も重要な祭 りとされ る。例 えば[Mohamed1993:91-98]参
照)に おいて、紙 に書 いたプ ン(功 徳)を 送 る人 の名 前か らみてみたい。 これ を十月祭 で行
われ るタンブン(功 徳 を積 む)の 儀礼 にお いて燃や し、その人 にプンが届 け られ ると考 える
のである(図4)。
十月祭 において人 々が 書く名前 は、父方 、母方のすで に死 んだヤー ト・ピー ノー ンの名 前
で ある。 しか し、その名前は書い た当人が直接知 ってい る生 前親交の あった人の名前の みで
ある。 つま り、その名 前か らは、エ ゴを中心 としたキ ン ドレッ ドの拡が りがみ て とれ る。
ここで、宗教 との関係 で問題 とな るのは、プンを送 るのはイス ラーム も仏教 も同 じで ある
が、プ ンの送 り方はそれぞれの宗教 で異なってい る とい うことであ る25。改宗 した子供 は、
親 にプ ンを直接 送るこ とができない。 イスラーム と仏教では、タンブンを 「一緒 にす るこ と
がで きない」ので、金や 物 を渡 して替わ りにタンブンをや って もらうこ とになる。それ は、
仏教徒に改宗 したも とムス リムがムス リムの親に対 し、 「もしかす ると自分でや って も届か
ない。仏教徒 だか ら」 と、ムス リムである妹に替わ りにやって もら うとい ったよ うに、 タン
ブンのや り方で ある宗教 を死者の 生前の宗 教 と一致 させ ることの必要性 を示 してい る。ここ
には、現世 の親 族関係 にお ける宗教の差異化す る局 面がそのまま、死後の タンブ ンにおいて
も維 持 されてい るこ とが見て とれ る。
しか し、改宗 した場合 にも直接 行 うこ とができ る例外がある。 それ は、仏教徒がイス ラー
ムに改宗 し、その子供が今度 は通婚 によ りムス リムか ら仏教 徒 となった ときに、元仏教徒の
親 ヘブ ンを送 るこ とは、仏教 によってできる とい うケースであ る。それは 、もとか らイ スラ
ー ムで ある母 の方はできないが 「もと仏教徒だった父 にはでき る1、 「仏教徒の血筋(チ ュ
アサー イ)が あれ ば、 どち らでもできる」といったよ うに、仏教徒 とムス リムの通婚者の子
供 に とって、仏教徒の父 方の親族 とともにイスラームに改宗 し、ムス リム と して埋葬 されて
い る父親 もその仏教徒 と しての出 自ゆえに仏教 のや り方 でプン を送 るこ とが可能 とされ て
い る。十月祭で も、元ムス リムで夫 に従 って仏教徒 になって いる女性二人は、二人 ともその
父親は 母親 に従 ってムス リムになってい るので あるが 、父のキ ョウダイ とその親 の名前 とと
25プン を送 る儀 礼 的装 置は イ ス ラー ム で はヌ ー リー(共 食 儀礼 、マ レー語 のkenduriからき てい る と思 われ
る)や マ ヤ ン(礼 拝)で あ る。 あ る ムス リムの 老 女 は 日に5回 の礼 拝 の度 に 「ア ロ ッ よ・助 け て くれ ・父 母
を助 け て地 獄 の 日か ら守 って くれ 」と父 母 の名 前 を 唱 え る とい う。仏 教で は 寺で の水 に よ る プ ンの転 送 儀 礼
(トゥル ア ッ ト・ナ ム)や 僧 へ の布 施 に よって プ ン を送 る こ とが で きる と され て い る[石 井1991:126-127]・
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もに父 の名 を書いていた。母親 はまだ存命 中であ るが 、す でに死亡 して いるムス リムであ る
母の親 の名 前は書いてい ない。 しか し、父親 はムス リム として埋葬 されて いるのにも関わ ら
ず名前 を書い てい るのであ る。 うち一人 の父を含 めた父の キ ョウダイ4人 は、す べて結婚相
手に従 って(男3人 、女1人)仏 教徒か らムス リムになってい るが、その名前 もすべ て記 し
てい る。宗 教の異 なる人にプ ンを送 るこ とは、仏教徒 の側 に、 しか も血 筋(チ ュアサーイ)
があ る場合 にのみ 見 られ ることであ る。
しか もそれ は、す でに死 んだ人だか らでき る。 「どち らでもタンブ ンで きる。僧は ケー ク
(ムス リム)で もタイ(仏 教徒)で も出 来る。名 前を唱えれば届 くと教 えた」とあるムス リ
ムか ら仏教徒 になった女性 は言った。 しか し彼女 に、まだ生 きているムス リムで ある親が も
し死んだ ら仏教 でタンブ ンでき るか と問 うと、 「ケー クだか らケー クでや っても らう」と答
えた。 このケース は、現実の社会関係にお いては、宗教 による差異化 は維 持 され なければ な
らない と考 えてい るが、すでに死んで しまった人 は どち らで もでき るとい うよ うに、仏教の
開放性に よるもの と思われ る。タンブンは通常は生前の宗教にそ って行 うもの とされてい る
が、仏 教においては どち らで もできる とす る場合があ るのであ る。 ここに見 られ るのは、チ
ュサーイの宗教の共属す る原理 を、仏教 で行 う場合に限 りタ ンブ ンにも持 ち込んでい る例で
ある とい うことで ある。
この よ うに、十月祭のタ ンブ ンの名前か らも、親 族関係にお ける差異化す る原 理 としての
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